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　南海トラフ地震の想定震源域内にある日向灘で、２０２２年１月２２日未明、マグニチュー

ド（地震の規模）６.６の地震が発生しました。

　もし、この地震がマグニチュード６.８であったならば、初の『南海トラフ地震臨時情報』

が発表されていたのです。

　南海トラフ地震の発生確率は毎年１月１日で算出されており、今年は、マグニチュード８

から９クラスの地震が２０年以内に起きる確率が６０％程度に高まったと発表されました。

　『南海トラフ地震臨時情報』について左ページに掲載しています。年々高まりつつある南

海トラフ地震に備え防災知識を身につけましょう。

　県内で被害が想定されている南

海トラフ地震は、駿河湾から日向

灘沖にかけてのプレート境界を震

源域として、概ね１００～１５０年

間隔で繰り返し発生してきた大規

模地震です。その発生確率は、今

後１０年以内では「３０％程度」、

２０年以内では「６０％程度」、

３０年以内では「７０～８０％」、

４０年以内では「９０％程度」と

今年１月１日時点で予測されてい

ます。市内においても、広範囲で

甚大な被害が予想されますので、引

き続き十分な警戒が必要です。
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『南海トラフ地震臨時情報』はご存じですか？『南海トラフ地震臨時情報』はご存じですか？

３

▲高知県「南海トラフ地震に備えちょき」パンフレットを
　加工して作成

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震警戒）

発生から５分～３０分後

・南海トラフ地震の発生する可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合

　に気象庁から『南海トラフ地震臨時情報』が発表されます。

・国や県、市などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとりましょう。

時間差で発生する巨大地震に備えましょう

　　　～南海トラフ地震臨時情報～南海トラフ地震臨時情報

時間差で発生する巨大地震に備えましょう

　　　～南海トラフ地震臨時情報～

地震発生後の防災対応の流れ地震発生後の防災対応の流れ

防災対応をとる必要あり 必要なし

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報

（調査終了）

南海トラフの想定震源域または

その周辺でM６.８以上の地震が発生

プレート境界の

M８.０以上の地震(※１)

・警戒措置を解除し、さ

　らに、１週間、地震へ

　の注意措置をとる。

■『日頃からの地震への

　備え』を再確認する等

■津波からの避難が間に

　合わない一部の地域で

　は引き続き１週間避難

　を継続

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で通常

とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性

■『日頃からの地震への

　備え』を再確認する等

■通常の生活。ただし、

　大規模地震が起きる

　可能性がなくなった

　わけではないことに

　留意

■地震の発生に注意しながら通常の生活を送る。

　ただし、大規模地震が起きる可能性がなくなったわけではないことに留意

■地震の発生に注意しな

　がら通常の生活を送る。

　ただし、大規模地震が

　起きる可能性がなくな

　ったわけではないこと

　に留意

※１　想定震源域のプレー

　ト境界でM８.０以上の地

　震が発生

※２　想定震源域、または

　その周辺でM７.０以上の

　地震が発生(ただし、プレ

　ート境界のM８.０以上の

　地震を除く)

※３　住民が揺れを感じる

　ことがない、プレート境

　界面のゆっくりとしたず

　れによる地殻変動を観測

　した場合など

■『日頃からの地震への

　備え』を再確認する等
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▲気象庁「南海トラフ地震」リーフレットを加工して作成

(海上保安庁海洋情報部と

中央防災会議資料をもと

に高知大学防災推進セン

ター岡村眞名誉教授改変)

国などから
の呼びかけ等
に従って行動を


